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第１章 この計画の範囲 
この計画は、三本柳地区全体を対象とします。三本柳地区の中で水害リスクが予測され

ていますが、予測されていないことが起こるかもしれず、また、災害時には地区の中で助

け合うことが必要になります。 

水の流れで建物が損壊する可能性がある範囲を「氾濫流注意ゾーン」（立ち退き避難推奨）

とします。また、200 年に一度の大雨による浸水深がおおよそ３ｍ以上となり、まちづく

り・いえづくりに特に注意が必要な範囲を滋賀県流域治水の推進に関する条例（以下、滋

賀県流域治水条例）に基づく浸水警戒区域（案）とします。 
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図 １-１ この計画の範囲 

 

    氾濫流注意ゾーン（立ち退き避難推奨） 

    滋賀県流域治水条例に基づく浸水警戒区域（案） 

水害に強い地域づくり計画の範囲 三本柳地区全体

避難において特に立ち退き避難が必要な範囲 氾濫流注意ゾーン

まちづくりにおいて特に注意が必要な範囲 浸水警戒区域
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第２章 水害に強い地域づくり計画策定の必要性 
地形・土地利用 

三本柳地区の地形 
三本柳地区は、杣川の南側に位置し、杣川の支川である里川と城川に囲まれています。 

県道 4 号線沿いは比較的地盤高が低く、三大寺北交差点付近の湯溝と呼ばれる水路周

辺が最も低い地形となっています。 

一方、三本柳地区の一部は微高地となっており、内水氾濫によって浸水することはご

くまれであるが、台風等河川増水時には浸水する地形となっています。 

 
図 ２-１ 三本柳地区の赤色立体地図 

出典：令和 3 年度 第 5030-2 号 土砂災害防止法にかかる航空レーザ測量業務委託その 2 
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三本柳地区の土地利用 
住宅は、里川の東側、城川周辺に分布している。 

 

 
図 ２-２ 三本柳地区の土地利用状況 

出典：令和 3 年度 第 5030-2 号 土砂災害防止法にかかる航空レーザ測量業務委託その 2 
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水害リスク 
滋賀県の地先の安全度マップによれば、200 年に 1 回の頻度（確率）で発生する河川

整備の水準を大きく超える大雨では、多くの家屋の１階部分が水没する可能性があります

が、2 階床面まで水面が達する家屋はありません。 

三本柳地区では、昭和 34 年台風 15 号、平成 25 年台風 18 号などにおいて家屋の浸

水や田畑の被害が発生しています。 

 
図 ２-３ 地先の安全度マップ 最大浸水深図（降雨規模 1/200） 
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滋賀県の地先の安全度マップによれば、10 年に 1 回の頻度（確率）で発生する、比較

的頻繁に起こり得る大雨においても、床下浸水が発生する可能性があります。 

 

 
図 ２-４ 地先の安全度マップ 最大浸水深図（降雨規模 1/10） 
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■家屋水没発生確率図 

大雨が降った場合に、家屋水没（3m 以上の浸水）が発生する確率を示しています。

３ｍ以上浸水すると、おおむね２階の床上以上まで水がきます。 

 

 
図 ２-５ 家屋水没発生確率図 
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■家屋流失発生確率図 

大雨が降った場合に、水の流れで家の倒壊・流失が起こる確率を示しています。 

 

 
図 ２-６ 家屋流失発生確率図 
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行政による「ながす対策」の進捗 
滋賀県の流域治水条例では、河川の整備（「ながす対策」）が洪水による河川等の氾濫を

防ぐための基幹的な対策であると位置づけられています。 

平成 26 年 12 月には「甲賀・湖南圏域河川整備計画」が策定され、今後 20 年間の同

圏域における県の河川整備が位置づけられています。 

しかし、杣川の三本柳地先付近については、整備規模として 10 年に 1 回程度の降雨に

より予想される洪水を安全に流下できるような改修を行うことを位置づけており、北杣橋

下流地点より上流側 L=5.8km を整備区間として位置付けています。 

 

 

図 ２-７ 杣川平面図（出典：甲賀・湖南圏域河川整備計画） 
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図 ２-８ 杣川改修標準横断図（出典：甲賀・湖南圏域河川整備計画） 

 

杣川の現整備規模以上の河川整備が三本柳地地先に至るには長い時間がかかるとともに、

計画規模を超える災害が発生する可能性もあります。行政による河川整備のみでは、三本

柳地区の地形に由来する水害リスクに対応しきれない状況にあります。 
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三本柳地区の地域防災力 
2015 年に立命館大学が実施した、三本柳地区にお住まいの皆さんに回答いただいた

アンケートから、三本柳地区の特徴を読み取ることが出来ました。 

 

三本柳地区にお住まいの方の居住年数 
三本柳地区にお住まいの方の居住年数は 2 年以上の世帯が９９％以上であり、４

７％以上が 50 年以上同地区にお住まいであり、地域の特性をほとんどの方がご存知

であると考えられます。 

 
表 ２-１ 三本柳地区居住者の居住年数 
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避難に関する皆さんの意識 
大雨・水害のときの避難のタイミングを確認したところ、水害経験のある方の 50%

超は避難準備の呼びかけがあった段階で水平避難を検討されているのに対して、水害

経験のない方は避難勧告の発令があった段階で 50%を超える回答結果となっていま

す。 

この結果から、水害経験の有無によって避難のタイミングについて相違があり、何

度か水害を経験している三本柳地区では早めの避難が重要であることが経験者によっ

て認識されていることがわかります。 
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計画策定の必要性 
近年、滋賀県を含む全国各地で大雨や集中豪雨が頻発し、甚大な被害が発生しています。 

先に示したように、三本柳地区では杣川・城川・里川の氾濫により家屋水没や、床上・

床下浸水の危険がある住宅が数多くあります。 

行政により河川事業などハード面での整備が鋭意進められているところですが、整備に

は長期間を要するとともに、計画規模を超える災害が発生する可能性があります。 

 

これらのことを踏まえ、三本柳地区では、以下の点について整理・周知し、水害から命

を守る取組を進めていく必要があると考えます。 

 

① 水害が予想されるときは、前もって避難できるよう、住民自身が浸水リスクや避難方

法などを理解するとともに、区は避難支援について準備する。 

 

② 万が一、逃げ遅れた場合でも、人的被害が発生しないようなまちづくり、住まいづく

りに取り組む。 

 

このたび、いつ起こるか分からない水害に避難や助け合いの仕組で「そなえる」対策を

更新するとともに、10 年後・20 年後に三本柳地区を水害に強い地域にするまちづくり・

住まいづくりを考え、被害を最小限に「とどめる」対策について検討し、「甲賀市水口町三

本柳地区 水害に強い地域づくり計画（案）」として取りまとめました。 
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第３章 そなえる対策（避難の考え方） 
避難の方針 

100 年に一度・200 年に一度の雨が、いつ降ってもおかしくはありません。どのよう

な大雨からも住民の命を守るため、三本柳地区として次のとおり避難の方針を定めます。 

 

 

 

 

 大型台風など、事前に大雨が予測される時は、早い段階（明るい時

間帯、浸水が無い状態のとき）に避難場所に行くことが第一！ 

 

 家の周りが浸水し、逃げ遅れた場合には、自宅の２階など、より高

く安全な場所に避難する。 

 

 『氾濫流注意ゾーン』の中の方は、出来るだけ早い段階で、安全な

ルートを使って、安全な場所に避難する！ 

 水が深くなる方向・流れの速い区域に近づかない！ 

 流れが速い、溢
あふ

れそうな危険な川・水路は避けて移動する。 
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普段から「もしも」を考える「避難カード」の更新 
三本柳地区では、毎年度、各世帯で「避難カード」を更新し、家庭で「もしも」の時の

避難について確認・話し合うとともに、区で情報を取りまとめて、避難先の確認や助け合

いの仕組の検討する基礎資料とします。 
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普段から「もしも」を考える 
三本柳地区では、普段の生活における水害・土砂災害についての意識向上を目的として、

「まるごとまちごとハザードマップ（まるまち現地標識）」を設置しました。 

 

まるごとまちごとハザードマップ（まるまち現地標識） 
三本柳地区では、まるごとまちごとハザードマップ（以降、まるまち現地標識）を 4

箇所に設置しました。まるまち現地標識とは、200 年に一度の大雨が降った際に想定さ

れる浸水深を電柱などに示した看板です。 

 
図 ３-１ まるまち現地標識の設置位置と表示内容 

① 

② 

③ 

④ 

① 

③ 

④ 

② 
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水平避難優先ゾーン 
「水平避難優先ゾーン」の中では、２階まで浸水が達したり、水の流れで建物が流れた

りする可能性があります。また、土砂に家が押し流される可能性もあります。出来るだけ

早い段階で、安全なルートを使って、安全な場所に避難しましょう！ 

 

 
図 ３-２ 水平避難優先ゾーン（降雨規模 1/200） 
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まずはここを見ましょう ～防災マップ～ 

防災マップ 
浸水が早い場所、避難場所、避難ルート、危険箇所などを表示した防災マップを作成

しました。また、避難を考えるための情報として「氾濫流注意ゾーン」（立ち退き避難を

推奨）を追加しています。「氾濫流注意ゾーン」の中では、水の流れで建物が損壊する可

能性があります。出来るだけ早い段階で、安全なルートを使って、安全な場所に避難し

ましょう！ 
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図 ３-３ 防災マップ（降雨規模 1/200） 
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避難場所 ～はや逃げマップと逃げおくれマップ～ 
避難カードより、各世帯の避難の状況（避難、または自宅待機）や、避難先を整理し、

はや（早）逃げマップに整理しました。大雨が降る前に避難した場合、73 世帯（全体の

約 70％）の方が自宅以外の避難場所へ避難されます。 

 

 
図 ３-４ はや逃げマップ（大雨が降る前）  

大雨が降る前 
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既に大雨が降っているときは、7 世帯（全体の約 7％）の方が水平避難され、9７世帯

（全体の約 93％）の方が自宅に残ると考えています。66 世帯（全体の約 63％）の方が

避難の危険性から自宅避難に切り替えたことになります。 

 

 
図 ３-５ 逃げ遅れマップ（既に大雨が降っているとき） 

 

既に大雨が降っているとき 
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たすけあい～お助けマップ～ 
避難カードより、「要支援」の方がおられる世帯を抽出し、「お助けマップ」「お助けリス

ト」に整理しています。「お助けマップ」「お助けリスト」は、各ご家庭の個人的な情報を

含んでいることから、その活用方法については今後検討していきます。 

 

避難計画 

避難における注意点 
防災情報の伝え方～警戒レベルが５段階に～ 

 住民の皆さんが災害発生の危険度を直感的に理解し、的確に避難行動ができるようにす

るため、避難に関する情報や防災気象情報等の防災情報を５段階の「警戒レベル」を用

いて伝えられます。 

 甲賀市から避難情報が発令された場合には、テレビやラジオ、インターネット、防災無

線等により伝達されます。 

 

 
図 ３-６ 避難情報の発令について 

出典：内閣府（令和 3 年 5 月） 

 『避難情報に関するガイドラインの改定』 
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図 ３-７ 避難情報のポイント 

出典：内閣府（令和 3 年 5 月） 

『避難行動判定フロー・避難情報のポイント』 
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三本柳地区には杣川、城川と隣り合わせの道路があり、道路が浸水すると杣川、城川と

の境界がわからなくなります。このようなときに避難すると誤って水路に落ちて大変危険

です。全国では過去に、避難中に河川や水路におちて人身事故となった事例があります。 

避難する際、道路が見えず身の危険を感じた場合は、無理して避難せずに自宅に待機し

て救助を待ちましょう。 
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避難のタイミング 
三本柳地区では、次のいずれかのタイミングで、貴生川小学校や自宅の２階以上など、

予め決めた避難場所へ避難を開始します。 

 

 

①高齢者等避難が発令された時 【警戒レベル３】 

②大雨・洪水警報が発令された時 【警戒レベル３相当】 

③土砂災害降雨危険度メッシュ単位情報が「赤色」になった時 【警戒レベル３相当】 

④城川の簡易量水標の水位が天端から 0.5ｍのラインまで達した時 【警戒レベル３相当】 

⑤避難指示が発令されたとき 【警戒レベル４】 

⑥土砂災害降雨危険度メッシュ単位情報が「薄紫色」になった時 【警戒レベル４相当】 

⑦土砂災害警戒情報が発表された時 【警戒レベル４相当】 

 

 
表 ３-１ 避難に必要な情報の収集方法 

項目 必要な情報 情報収集方法 

気象庁発表情報 
大雨警報・洪水警報 

土砂災害警戒情報 

しらしがメール・LINE 気象情報 

滋賀県土木防災情報システム 

土砂災害の危険度 
赤色（Level3） 

薄紫色（Level4） 
滋賀県土木防災情報システム 

警戒レベル３ 

高齢者らは避難 
高齢者等避難 しらしがメール・LINE 

警戒レベル４ 

全員避難 
避難指示 しらしがメール・LINE 

簡易量水標の水位 天端から 0.5ｍ 現地確認 
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3.5 たすけあい～お助けマップ～ 

 

  

■情報収集方法 

＜しらしがメール・しらしが LINE＞ 

防災・防犯等の情報など、滋賀の安全・安心のための情報を、電子メールや LINE で

配信しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜高齢者等避難等の発令＞ 

 
 

 

 

  

「高齢者等避難」や「避難指示」が発令されたら、 

避難開始のタイミングです。 

メール LINE 

 あいこうか緊急メールに事前に登

録しておく。 

 ページング放送を聞く。 

 甲賀市ホームページのトップペー

ジ「緊急情報」の欄をチェックする。 

 ＮＨＫデータ放送やあいコムこう

かをつけておく。 

 甲賀市のＬＩＮＥに登録しタイム

リーに情報を得る 
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＜北杣橋の水位＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜三本柳区付近のレーダー雨量＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜三本柳区付近のレーダー雨量＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 滋賀県土木防災情報システムのホー

ムページページング放送を聞く。 

https://shiga-bousai.jp/ 

index.php 

 「水位観測情報」をクリック 

 杣川の観測所「北杣橋」をクリック 

 最新水位が３.5ｍを超えていたら 

避難開始のタイミングです。 

 滋賀県土木防災情報システムのホー

ムページページング放送を聞く。 

https://shiga-bousai.jp/ 

index.php 

 「レーダー雨量(気象庁)」をクリック 

 30mm 以上の降雨が継続すると見込

まれる時は、避難準備のタイミングで

す。 

 滋賀県土木防災情報システムのホー

ムページページング放送を聞く。 

https://shiga-bousai.jp/ 

index.php 

 「雨量観測情報」で「水口」または 

「杉谷」雨量観測所を選択 

 表示間隔を 10 分に 

 30 分の合計が 15mm を超えている

と、避難準備のタイミングです。 
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3.5 たすけあい～お助けマップ～ 

 

三本柳地区のタイムライン 
タイムラインとは、災害時に発生する状況を予め想定した上で、「いつ」、「誰が」、「何を

するか」に着目して、防災行動とその実施主体を時系列で整理した計画のことです。 

三本柳地区では、タイムラインで自治会役員だけでなく早逃げ避難先別に住民の皆様の

行動についても整理しており、タイムラインを参考に行動することで、被害を最小限に抑

えられます。 

住民の皆様も、このタイムラインを参考に適切な行動を取るようにしましょう！ 

 

 

 

貴生川小学校 福本設備 南海ビル滋賀酒造 自宅外その他 自宅

　　　■天気の様子や気象情報などから、
　　　　 今後も気象状況が悪くなると役員（本部）で判断した時
　　　■城川の天端から1.0mのラインまで水位が上昇し、
　　　   今後の雨量予想から更に水位が上昇すると考えた時
　　　■杣川の水位が3.0m（氾濫注意水位）に達した時
　　　■三本柳区付近のレーダー雨量で
　　　　 30mm以上の降雨が継続すると見込まれる時
　　　■「水口」または「杉谷」雨量観測所で、30分間の合計
　　　　 雨量が15mmを超え、今後も降雨が見込まれる時

 ■防災隊リーダー,見守り隊リーダーを招集
　   ①情報収集　　②パトロール　　継続

避難準備 避難準備 避難準備 避難準備 避難準備

　　　■防災福祉会で、避難の必要性がある
　　　　 下記の状況になると判断した時
　　　■ または、下記のいずれかの状況に至った時

 ■(防災隊）災害行動班，避難誘導班，救出救護班，給食給水班
    (見守り隊）福祉サポーター班の班長を招集
　   ・避難の呼びかけを開始する。
　   ・各班の役割（災害時）毎に行動の準備

高齢者等避難が発令
避難に時間がかかる方

避難開始
避難に時間がかかる方

避難開始
避難に時間がかかる方

避難開始
避難に時間がかかる方

避難開始

避難に時間がかかる方
自宅２階以上へ

避難開始

避難指示が発令 避難開始 避難開始 避難開始 避難開始
自宅２階以上へ

避難開始

杣川の水位が3.5m（避難判断水位）に達した時 避難開始 避難開始 避難開始 避難開始
自宅２階以上へ

避難開始

城川の簡易量水標の上の赤いラインまで水位が上昇した時
　　（城川の天端から0.5mのラインまで水位が上昇した時）

城川沿いのお宅の方
避難開始

城川沿いのお宅の方
避難開始

城川沿いのお宅の方
避難開始

城川沿いのお宅の方
避難開始

城川沿いのお宅の方
自宅２階以上へ

避難開始

湯溝付近の浸水が始まる前 避難開始 避難開始 避難開始

貴生川小学校前で橋が渡れなくなる前 避難開始

パトロール、被害状況確認　

住民支援（特に要配慮者）
避難解除となった時

◇防災福祉会での対応
左記の避難開始のタイミングおよび気象情報等を総合
的に判断し、避難の呼びかけを実施する。

■避難誘導班は各戸を回り、避難の呼びかけ

■福祉サポーター班は要援護者へのサポート

■防災福祉会対策本部を貴生川小学校と福本設備へ移設
   貴生川小学校・・・防災福祉会本部長　区長代理　他
   福本設備・・・防災福祉会副本部長　区長　他

気象情報に注意

自宅へ

逃げ遅れた時は、逃げ遅れマップに基づき避難する。

自宅へ 自宅へ 自宅へ 垂直避難解除

判断の目安 早逃げの時の避難場所

三本柳区民　自主避難（避難行動）の目安

防災福祉会

　　■台風接近時など大雨が予想される時
　　■大雨警報・洪水警報が発令された時

気象情報に注意 気象情報に注意 気象情報に注意 気象情報に注意

 ■三本柳区防災福祉会対策本部の立ち上げ
    区三役および防災福祉会本部長,副本部長
　　                                                    事務所待機　【5人態勢】
 　  ①情報収集　　②パトロール
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第４章 とどめる対策（安全な住まい方） 
水害に強いまちづくり・住まい方の方針 

100 年に一度、200 年に一度の大雨により三本柳地区で浸水が発生した場合でも、被

害を最小限に抑えることが求められます。 

10 年後・20 年後に、三本柳地区において水害に強い「まちづくり・住まいづくり」を

実現するため、「とどめる対策」として次のとおり方針を定めます。 

 
 

 

 大雨時の遊水地としての機能のある農地は、できるだけ、農

地としての土地活用を続けましょう。 

 

 家を新築する時・建て替える時は、「地先の安全度マップ」

を参考に、２階床面の高さを想定水位より高くするなど、逃

げ場所のある家となるようにしていきましょう。 

 

 滋賀県の「浸水警戒区域制度」「宅地嵩上げ浸水対策促進事

業」を活用しましょう。 
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リスクに応じた住まい方 

水害に強い家づくりの必要性 
避難カードから、台風時には約４割の方、ゲリラ豪雨時には約８割の方が垂直避難（屋

内安全確保）を行うことを考えています。三本柳地区では現状、浸水警戒区域内に家屋

はありませんが、大雨・洪水によって家屋浸水が多く発生することが想定されています。

このことから、浸水しても逃げる場所のある安全な家屋に住む必要があります。 

 

水害に強い家の建て方 
逃げ場所のある家とするには、次に示すように、盛土を施す、バルコニーを作る、基

礎を高くするなどの方法があります。浸水面より下となる部分は、浸水しても耐えられ

る丈夫さも求められます。 

また、今すぐ行うことは難しいですが、住んでいる家の建替えなどに合わせて、２階

床面の高さを「地先の安全度マップ」の想定水位より高くし、逃げ場所のある家となる

ようにしていきましょう。 

 

 

 
図 ４-１ 安全な避難空間の確保方法（1/2） 
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図 ４-２ 安全な避難空間の確保方法（2/2） 

地盤高の目安 
三本柳地区では、現在 2 階床面の浸水が予想されている家屋はありません。浸水警戒

区域(案)外で新築・改修を行う際には現在よりも地盤高を低くしてはいけません。また、

浸水警戒区域（案）内には現時点では家屋はありませんが、今後、新築を行う際には 2

階床面が各浸水警戒区域（案）の想定水位よりも高くなるようにすることが必要です。 

 

 

※水害に対して安全な家づくり・地盤高の詳細は、

滋賀県流域政策室に問い合わせれば詳細な情報を提

供してもらえます。 

 

滋賀県土木交通部流域政策局流域治水政策室 

電話 077-528-4291 FAX077-528-4904 
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「浸水警戒区域制度」の活用 

「浸水警戒区域制度」の概要 
滋賀県では「地先の安全度マップ」で 200 年に一度の大雨による浸水深がおおよそ

３ｍ以上となる範囲を浸水警戒区域（本稿作成時点では案段階）として指定する予定で

す。指定された区域内で建物の新築・増築・改築をする時には、流域治水条例に基づき、

逃げ場所のある安全な家であることの確認を受け、建築の許可を得る必要があります。

問い合わせ先は、滋賀県流域治水政策室、甲賀土木事務所です。 
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三本柳地区における浸水警戒区域（案）と想定水位 
 

 
図 ４-３ 地先の安全度マップ（降雨規模 1/200）と浸水警戒区域案 

  

(案) 
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図 ４-４ 想定水位図 

 

(案) 
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第５章 今後の課題 
避難体制づくりに向けた課題の整理 

三本柳地区の住民の方に記入いただいた、避難カードの情報や避難訓練の実施結果から

課題を整理しました。県や市の支援を受けながら自治会や自主防災会を中心に検討を進め

ます。 

 

 問題・課題点 対応策案 

避
難
対
象 

・要配慮者や高齢者の方 

・平屋建ての家屋の方 

→要配慮者や高齢者の避難時期と避難場所につい

て、対象者を含めて話し合いを行っておく。 

→定期的な避難訓練の実施。（要配慮者、高齢者、

平屋建ての方への参加も促す。） 

避
難
時
期
・
避
難
方
法 

・ページング放送の家庭用端末はほとんど

の方が音量を小さくされている。 

・ページング放送の屋外拡声器は風向きに

よっては聞こえづらいことがある。 

・役員が不在のときの対応方法について検

討が必要。 

→災害時には避難勧告等の重要な情報が流れるこ

とがあるので、家庭用端末の音量を上げておく必

要があることを日ごろから周知しておく。 

→重要な情報は複数回流す。（聞き逃した人のため） 

→事前に割り振られて役員が不在・連絡がとれない

ときのための、連絡体制・代行者について決めて

おく必要がある。 

避
難
者
支
援 

・誰が支援するのか？ 

・車椅子、車両は何台必要か？ 

・どうやって支援するのか？ 

・どのルートでどこへ避難するのか？  

→支援の必要な要配慮者、高齢者宅等と避難場所、

避難時期、避難ルート、支援の体制等について話

しあいを行っておく。 

避
難
所 

・避難所の鍵は誰が開けるか？ 

・避難所のスペースが足りているか？ 

・避難時の救援物資（食料品、毛布など）

は足りているか？  

・避難計画と異なる場所に避難を行った場

合の対応 

→福本設備、南海ビル滋賀酒造の避難所開設までの

連絡体制について検討する。  

→スペースが足りない場合、他の避難所との連携を

検討する。 

→必要な物資の確保方法を検討する。 

→避難訓練等を踏まえて必要に応じて避難計画を

逐次変更する。また、避難訓練で避難計画と異な

る場所に避難を行った世帯の方とは個別にヒア

リングを行い集合状況等を把握できる連絡体制

を確保しておく。 

体
制 

・継続してこれまでの体制や取組を継続し

ていく。 

→現在の体制や取組を定期的に実施していくと同

時に、担当者の引き継ぎやマンネリ化をしない努

力をしていく必要がある。 

平成 30 年 3 月末時点 
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防災訓練の実施 
災害が発生したときに事故等のトラブルなくスムーズに避難できるよう、防災訓練（避

難訓練）を毎年実施して避難手順などを確認します。 

 

本計画の定期的な見直し 
避難カードに記載いただいた「支援の必要性」や「かかりつけ医」などの情報は、日が

経つごとに変わります。ご家族の現況と記載いただいた内容が異なる場合、市や区による

支援が十分に行われなくなることも考えられます。 

避難カードとこれを基にした本計画は、毎年開催する防災訓練にあわせて更新します。 



 

 

 

【本計画書における個人情報の取扱い】 

計画書で作成した各種マップ、避難カードなどは、各ご家庭の個人的な情報を含みます。

これらの情報は、「水害に強い地域づくり計画【保管資料】」としてまとめ、区長等が適切

に保管・管理し、災害発生時の避難支援等の活動のみで使用し、目的外では使用しないこ

ととします。 




